
 
 
 
 
 
 
 
１月１３日(金)、南島原市において、市内各地域で子育てやまちづくりなど、様々な場面で活躍されてい
る８名の皆様と、「子どもたちの健やかな成長を願って私たちにできること」をテーマに、懇談する機会を
得ました。 
 
社会教育に携わっておられる皆さんと一つのテーマについて意見交換をする今回の機会を、たいへん楽し
みにしておりました。会では、南島原市の皆さんが「子どもの健やかな成長」という共通の思いを持って、
様々な立場から熱心に活動されていることを御紹介いただき、有意義な時間となりました。「地域とのかか
わりの中で、子どもたちをどう育てていくか」を考える上で、参考とさせていただきたいと思います。 
以下に、語る会の様子を御紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆話題：「大人が待つ姿勢を」、「負(不自由)の体験をしくもう」、 

「必要とされることで人は動く」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育長と語る会 in南島原市

懇談会に参加していただいた方  々
○三原昌典さん（南島原市社会教育委員長）  ○中村知見さん（南島原市公民館運営審議会委員長） 
○中村一元さん（南島原市青少年育成市民会議会長）  ○鬼塚俊範さん（南島原市ＰＴＡ連合会会長） 
○永田潤三さん（南島原市子ども会育成連絡協議会会長）  ○大野義満さん（南島原市校長会会長） 
○荒木治重さん（南島原市教育委員会教育総務課参事） 
○林田充敏さん（南島原市教育委員会生涯学習課参事） 

挨
拶
を
す
る
な
ど
、
今
の

子
ど
も
に
は
い
い
面
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
指
示
が
な
け
れ
ば

動
け
な
い
子
ど
も
が
多
い
と

も
感
じ
て
い
ま
す
。
自
ら
進

ん
で
取
り
組
む
子
ど
も
が
少

な
い
、
覇
気
が
足
り
な
い
、

と
感
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
会
の
活
動
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
代
表
者
に
子

ど
も
会
の
必
要
性
を
説
明
し
た
上
で
、
子
ど
も
だ
け
で
新

聞
を
つ
く
る
と
い
う
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
域
に
あ
る
、
三
十
三
の
全
て
の
子
ど
も
会
が
、
子
ど
も

新
聞
を
作
成
し
、
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
生
き

生
き
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
で
考
え
て
活
動
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

 禅の世界では、年をとった人を指導者にしないと
いう考えがあります。人を育てるには指導者が待つ
ことが必要ですが、一般的に、年をとった方には待
つことができない方が多いからです。 
 現代は、子どもにすぐに結果を求め、待つことの
できない社会になっているのではないでしょうか。

指示待ちの子どもが多いというのは、子どもが困っ
ていないことが背景にあるのではないかと感じてい
ます。そういう意味で、通学合宿などは、子どもに不
自由の体験を味わわせることができるため、子どもの
成長にとってたいへん意味のあることだと考えます。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
で
若
い
人
が
た
い
へ
ん

懸
命
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

人
は
、
必
要
と
さ
れ
る
と
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ぜ
ひ
地
域
づ
く
り
に
生
か
し

た
い
も
の
で
す
。 



◆話題：「大人のつながり」、「世代をつなぐＰＴＡ」、「大人が自信を持とう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆話題：「地域コミュニティの再生」、「放課後子ども教室」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、昔は親や地域の方にしっかりと叱られたも
のですが、自分の反省も含め、近頃の親や地域の方は、
遠慮しているのではないかと感じます。叱る勇気がない
ためか、大人が何となく自信をなくしているのではない
かと思うことがあります。 

バスの中で子どもを注意するとき、「運転
手さんから叱られるよ！」という大人の言
葉を聞いたことがあります。 
大人が、自分の言葉で、子どもの行為を
きちんと叱ってほしい！ 

核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
の
悩
み
を
家
庭
の
中
だ
け
で

抱
え
込
ん
で
い
る
保
護
者
が
多
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
自
発
的
な
活
動
が
少
な
く
な
り
、

特
定
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
近
年
は
、
父
親
が
前
面
に
出
て
活

動
す
る
と
い
う
い
い
面
も
出
て
き
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
考
え
を
持
っ
た
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
課
題
で
す
。 市内の学校では、「おやじの会」の活動として、本の読

み聞かせなどを行っています。この会の活動により、５０
代の父親も２０代の父親も互いに知り合いになれます、
様々な世代がつき合いを深めることができています。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
世
代
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
様
々
な
人

の
、
様
々
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
目
指
し
て
、
自
治
会
の
運
動
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
会

で
は
、
子
ど
も
会
に
も
老
人
ク
ラ

ブ
に
も
呼
び
か
け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

近
所
に
住
み
な
が
ら
顔
を
知

ら
な
い
人
が
増
え
て
お
り
、
多
く

の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
機

会
と
な
り
、
特
に
高
齢
者
に
た
い

へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子ども１１０番の家に、老人クラブの方のお宅をお願いし、子ども
の登下校の時間に家の前で声かけをしていただきました。一方、子ど
も１１０番の家に御協力いただいている地域の高齢者を、運動会や弁
論大会などの行事に招待しました。 
このことにより、高齢者も学校にスムーズに入っていくことができ
るようになり、子どもとの交流が広がりました。 

南島原市では、現在の放課後子ども教室に当たる取組「寺子屋２１」を、平成１４年度から行っ
ています。現在も、地域の皆さんに、第１、３土曜日の午前中、子どもたちに文化やスポーツを指
導していただいており、指導者が約４００名、教室数が９０にも拡大しています。 


